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　著者らが、2012 年 3 月の愛知県立芸術大学紀要 No.41 に ｢荒川修作・M. ギンズ著『意味のメ










































　下段には ｢灰色の矢印＝原始エネルギー状態の無秩序な世界観 / 白の矢印＝未定義状態｣ とあり、
続けて、｢言語では表現できないこと、すなわちこの図で白や灰色の矢印で示すものはあらゆる意
味で眼中にないか、それに近い状態にある事項ばかりである。この図は、こうした思ってもみない











　欄外の右下部分に ｢基本的には ( 光の ) 正反射、乱反射、透過によるが、表


































　荒川は ｢DRAW	EYES	BACK	AND	FORTH( 眼を行き来させて )｣ という指示に２つの意味を与えて









































の 1 ～ 2％を説明するための公式例｣ と続く。













































ブを、網部は市販の薄手の膜素材	( ゴムなど ) を張る｣ とある。次の１行を黒塗りで抹消し、｢膜
素材には各種の動きに応じて伸縮できる微細な感圧孔をあけておく｣ と続く。
　図の右側には ｢各種サイズを用意。ネット部と耳を直結する防音チューブ付き、周辺の動きを可
























の手書き文字で ｢ここは使用済 ( 結合済？ )｣ が矢印とともに添えてある。針金はそれぞれ上端を
固定して垂れ下がる。赤い針金の先は緩い曲線、青い方は鉤状に曲がる。最下部に大きな活字体の
ステンシル文字で ｢POTENTIAL	ENERGY の小道へようこそ｣、｢できるだけ多くのエネルギーを使
え ( 蓄積せよ )｣ とある。


































































として ｢上図に見られる事物 ( 描かれたモノすべて )/	上の絵 /	絵が示すゲーム ( 各種有り )/	描か
























































各段の四角の列の下には ｢これらはすべて同じ大きさである｣ とある。さらに中段には ｢修正の余








































































































くる間は ｢期待｣ だが、中を見た瞬間から ｢さめた思いこみ｣ となる。写
真は、大きな布の下には、縦長に切った黒布が１枚張り付けてあることを
伝えている。予想は当たったか外れたか ?	布の上にある点線枠内の ｢AN	


































　四角内の最下段には「THIT」、図版の最下段は「THAS」である。どちらも THIS と THAT からの
合成語らしい。でも THIT、THAS の意味するものはアレでもコレでもない。
　下段は、左からスポンジ、新聞紙、キイホルダー、刷毛、温度計 ( 商品 ) の実物を並べ、その下
に ｢ものを触り、要した時間の長さに応じて発音の具合を変えよ｣ とある。モノの名称には長短あ
るから、発音時間も変わる。シンブンシはハケより長い。しかし、モノに触れている時間に応じて
発音時間を変化させろ、という。触覚で判断する時間は、何を触ってもほぼ同じはず。情報伝達の
方法次第で基準は一通りではないことを知る。
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　欄外の右上に写真が１枚ある。これを、学校の教室で撮影
した先生と生徒達と思うのは簡単だ。でも写真は、規則的に
並んだ机と椅子のある部屋に、十数人の子供と一人の大人の
女性が写っているだけで、教室の写真である確証はひとつも
ない。目で見る個々の要素が互いの関連を想像させ、意味あ
りげな情報を作り出してしまう。
　欄外の右下は、左側の作品を展示中のスナップ写真である。
一人の女性が、指示に従って下段の刷毛に指先で触れている。
一見して品名は判るが、実際に触れてみると違った情報がえ
られる。硬軟、粗滑などの質感、温度などは、触らないと分
かりにくい。
　２つの写真の中間に ｢to	narrow	in…to	narrow	out	…( ズー
ムイン、ズームアウトしてみよう )｣ の記載がある。上の写真
は広角レンズの写真、ズームインしないとこの情景を触覚で
は感知できない。逆に下の写真をズームアウトしたらこの女
性がしていることをどこまで分かるだろう。
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